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質 問 通 告 一 覧 表 

 

（平成３１年第 1 回定例会） 

代表質問 

２月２０日（水曜） 

○自由民主党熊本市議団 津 田 征 士 郎 議員（３７番） 

  １ 財政運営について 

   (1) 臨時財政対策債の認識について 

   (2) 財政運営の長期見通しについて 

  ２ 公共施設等総合管理計画について 

  ３ 総合交通体系の構築について 

  ４ 農政について 

   (1) 稼げる農業の推進、担い手の育成・確保 

   (2) スマート農業の活用について 

  ５ 学校における働き方改革について 

   (1) 学校現場の意見を踏まえた働き方改革の推進について 

   (2) 教育委員会が担う役割について 

  ６ 大西市政２期目の運営について 

   (1) 人材の育成、人材を活かした組織について 

   (2) 議会との関係について 

  ７ その他 
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○市民連合 上 田 芳 裕 議員（２６番） 

  １ 震災復興の現状認識と今後の課題について 

  ２ にぎわい創出に向けた取り組みについて 

  ３ 公共交通網の再整備に向けて 

  ４ 熊本市を取り巻く「人口減少」の現状と今後の取り組み 

  ５ 福祉課題について 

  ６ 教育課題について 

  ７ 熊本市空家等対策計画について 

 

 

○公明党熊本市議団 藤 岡 照 代 議員（３６番） 

  １ 被災者の住まい再建支援 

  ２ 「女性と若者が輝くまち・くまもとに！」 

  ３ 教育無償化を見据えた課題 

   (1) 幼児教育・保育の質の確保 

   (2) 市立高校・総合ビジネス専門学校の見直しの方向性 

  ４ 教育負担の軽減に向けて 

   (1) 新たな奨学金制度 

   (2) 学校指定物品 

  ５ 地域共生社会 

  ６ 健康寿命の延伸 

  ７ プラスチックごみ問題 

  ８ 文化発信の都・くまもと 
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一般質問  

２月２１日（木曜） 

 〇 倉 重 徹 議員（２８番） 

  １ 平成 31 年度当初予算について 

(1) 地域経済の活性化と市民所得の向上策について 

   (2) 国内プロモーション経費について 

  ２ 平成 31 年度の重点分野について 

   (1) 人材育成について 

   (2) 交通問題について 

    ① 公共交通と自動車交通のベストミックスについての将来像 

② 国道 57 号東バイパスの部分立体化などの整備状況と、新たな広域

道路交通計画・ビジョンについて 

      (3) 健康づくりについて 

    ① 健康ポイント事業の内容とその手法を選択した根拠や期待する効

果 

② 多数のアプリが存在すること、情報弱者へのアプローチなどの課 

題解決 

  ３ 人と動物の共生社会について 

   (1) 捨て犬と捨て猫防止に関する請願について 

① 人と動物の共生社会に対する考え方 

② マイクロチップ導入促進のための条例制定と助成制度の創設につ

いて 

      (2) 動植物園について 

① 動植物園の持続可能な管理運営について 

② 動植物園へのＶＲ導入について 

  ４ その他 
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〇 田 尻 将 博 議員（４７番） 

  １ 改元と自治体の影響について 

(1) 改元に伴って生じる作業について 

      (2) 事前準備について 

   (3) 職員への指導研修について 

  ２ 熊本市の都市像について 

   ・都市のキャッチフレーズを 

  ３ 人口減少と行政運営について 

      (1) 総合戦略の期間延長について 

      (2) これまでの事業執行の成果と検証について 

      (3) 自治体連携や圏域での行政運営のあり方、ＡＩ・ＲＰＡの活用、

情報システムの導入について 

４ 公共交通網の再編について 

      (1) 再編と交通弱者対策について 

(2) 新設幹線道路へのバス運行について 

   (3) 再編へ市長の決意について 

５ 高齢者の諸問題と自治体の対応について 

 (1) 高齢者の就業対策について 

(2) 独居老人の看取りについて 

   (3) 公営墓地の合葬墓について 

  ６ 外国人労働者の受け入れと自治体としての諸問題について 

  ７ 消えいく伝統工芸への支援について 

   (1) 伝統工芸品の生産高と工芸従事者数の今後の推移 

   (2) 伝統工芸に対する支援の状況と今後の取り組みについて 

  ８ その他 
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２月２２日（金曜） 

〇 那 須 円 議員（２３番） 

  １ 国民健康保険と健康増進について 

   ・保険料について 

   ・減免制度について 

   ・がん検診の無料化について 

  ２ 震災からの復興 

   ・医療費減免の復活について 

   ・仮設住宅の延長と住宅再建について 

   ・リフォーム修繕制度について 

   ・生活道路の整備について 

３ 子育て支援について 

 ・子ども医療費について 

 ・待機児童・保留児童の解消と保育士の確保について 

 ・就学援助の拡充について 

 ・給付型奨学金制度の創設について 

  ４ 地域経済と小規模企業の振興について 

   ・中小企業・小規模企業振興基本条例の具体化について 

   ・まちづくりのあり方について 

  ５ 立野ダムについて 

６ さくらカードについて 

７ 電柱の地中化について 

８ その他 
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 〇 北 口 和 皇 議員（４６番） 

  １ 政令指定都市像について 

  ２ 財政運営について 

   ① 今後５年間に必要な財源及び本市の財政運営について 

   ② ここ２～３年の市税の状況と今後５カ年の見込みについて 

   ③ 市税と交付税の関係及び市債の状況について 

   ④ 働く場所の確保、所得の向上にどのように取り組むのか 

  ３ 平成 29 年 11 月の個別外部監査報告書関連について 

   ① 個別外部監査人が選任された理由、予算額、契約額、契約期間、契

約事務手続の手順について 

   ② 個別外部監査人への支払額、外部監査人の業務従事状況の確認につ

いて 

   ③ 平成 24 年度予算編成の進め方、事務事業の必要性、緊急性等の精

査について 

   ④ 平成 25 年度～27 年度予算の編成について、事務事業の必要性、緊

急性等の精査について 

   ⑤ 平成 24 年度～27 年度の予算は、適正に編成されていたと考えてい

いか 

   ⑥ 個別外部監査に類似する業務に関し、上下水道局では、適切な事務

処理がなされていたかについて 

   ⑦ 平成 24 年度の熊本市漁業協同組合との契約事務に関し、契約事務

マニュアルでの進め方の手順等について 

   ⑧ 個別外部監査で指摘されている平成 24 年度契約の責任の所在等に

ついて 

   ⑨ 個別外部監査で指摘されている平成 25 年度契約の責任の所在等に

ついて 

   ⑩ 個別外部監査で指摘されている平成 26 年度契約の責任の所在等に

ついて 

   ⑪ 個別外部監査で指摘されている平成 27 年度契約の責任の所在等に

ついて 

   ⑫ 個別外部監査で指摘されている不適切な事務処理の個別の責任者
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は処分すべきと考えるが市長の見解は 

   ⑬ 平成 24 年度の熊本市漁業協同組合との契約について 

   ⑭ 平成 25 年度～27 年度の熊本市漁業協同組合との契約について  

   ⑮ 平成 24 年度～27 年度の熊本市漁業協同組合との委託業務契約につ

いて 
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２月２５日（月曜） 

〇 小 池 洋 恵 議員（７番） 

  １ 観光・スポーツ・文化戦略～交流人口増の取り組みについて～ 

・本市の交流人口増に向けての観光・スポーツ・文化戦略と戦術は 

  ２ 国の礎である農業の振興を～熊本ブランドの確立に向けて～ 

   ・熊本市としてＧＡＰの取り組みを支援する考えは 

  ３ 地域コミュニティ、地域づくりについて 

   ① 一人暮らしの高齢者対策についてのシステム構築等への提案 

② 熊本市ファミリー農園の「指定に関わる一定の条件」の緩和を 

③ 平成 27 年第３回定例会で質問の河川敷の利活用についての進捗 

④ 「地域デビュー応援企業」の創設、地域づくりに貢献する企業認定

証を交付するなど、市としての支援制度を創設してはどうか 

  ４ 防災計画等・危機管理のあり方について 

   (1) 自主防災クラブについて 

    ① 結成率（クラブ数、町内会のカバー率、活動実態） 

② 熊本地震の際の存在数、機能したか、その評価は 

③ 今後の市の方向性（結成促進、育成及び活動支援） 

   (2) 地区防災計画の策定について 

    ・作成や運用の進捗状況、今後の方向性 

   (3) 危機管理に際して重要となる情報共有のあり方について 

    ① 自然災害等に関する情報共有の手段及び避難誘導、特に夜間の避

難誘導 

    ② 夜間や要援護者に対し都市作りのベースとなる危機管理について

【上質な都市】とは、いつまでどこまでを目標として構築してい

くのか 


